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県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
が
、
５
月
30
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
県
下
12
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
た
。

部
長
に
笹
木
隆
司
氏
を
再
任

　

６
月
２
日
、
県
商
工
同
友
会
（
野
村
守
会
長
）
は
県
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県
下
16
商
工
同
友
会
よ
り
総

勢
約
50
名
の
出
席
の
も
と
通
常
総
会
を
開
催
さ
れ
た
。

　

野
村
守
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
爪
痕
は
大
き
か
っ
た
が
、

富
山
を
、
地
域
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
。
今
年
度
も
商
工

同
友
会
の
結
束
を
固
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
経
済
活
性
化
に

向
け
会
員
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
竹
田
秀
雄
氏
（
庄
川
町
）
を
議
長
に
選
出
し
、
令

和
４
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
な
ど
全

２
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
同
日
、
富
山
大
学
客
員
教
授
・
京
都
大
学
非
常
勤
講

師
・
梨
栽
培
者
の
森
雅
志
氏
を
講
師
に
迎
え
「
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
」
を
テ
ー
マ
に
経
済
経
営
講
習
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　

６
月
２
日
、
県
商
工
会
壮
青
年
部
（
笹
木

隆
司
部
長
）
は
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
総
勢
12
名
の
出
席
の
も
と
通
常
総

会
を
開
催
さ
れ
た
。

　

笹
木
隆
司
部
長
は
、「
本
日
の
通
常
総
会
を

迎
え
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
。
今
年
度

も
組
織
の
意
義
を
認
識
し
、
互
い
の
交
流
を

深
め
合
う
活
動
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。
ま

た
「
繋
ぐ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
後
輩
へ

し
っ
か
り
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
、
組
織
の
事
業
活

動
に
対
し
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
と

述
べ
議
事
に
入
っ
た
。

　

審
議
は
令
和
４
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に

収
支
決
算
承
認
の
件
な
ど
全
４
議
案
が
上
程

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
る
と
と
も
に

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
新
役
員
が
決
定
し
た
。

【
新
役
員
】

　

部　

長　

笹
木　

隆
司

　

副
部
長　

林　
　

紀
孝

　

理　

事　

串
田　

有
弘
・
高
見
健
太
郎

　
　
　
　
　

吉
田　

明
博
・
舛
谷　

専
一

　
　
　
　
　

瀧
田　

孝
吉

　

監
事　
　

春
田　

真
心

県
商
工
会
連
合
会

県
商
工
会
連
合
会

「
令
和
５
年
度

「
令
和
５
年
度  

通
常
総
会
」
開
催

通
常
総
会
」
開
催

県
商
工
同
友
会

県
商
工
同
友
会
「
令
和
５
年
度
通
常
総
会
」
開
催

「
令
和
５
年
度
通
常
総
会
」
開
催

県
商
工
会
壮
青
年
部

県
商
工
会
壮
青
年
部
「
令
和
５
年
度
通
常
総
会
」
開
催

「
令
和
５
年
度
通
常
総
会
」
開
催

　

開
会
に
お
い
て
宮
本
会
長
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
に
伴
う
原
材
料
高
な
ど
が
中
小
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
て

お
り
、
伴
走
型
で
し
っ
か
り
と
経
営
指

導
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
６
月
か

ら
商
工
会
と
や
ま
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
商
工
会
組
織
内
の
情

報
共
有
や
支
援
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

今
後
の
新
幹
線
延
伸
や
観
光
開
発
を

見
据
え
、
農
商
工
連
携
や
新
商
品
開
発

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
富
山
県
の
経

済
発
展
、
商
工
業
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
新
田
八
朗
知
事
、

奥
野
詠
子
県
議
会
副
議
長
、
伊
藤
孝
邦

県
Ｊ
Ａ
中
央
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
、
上
田
久
之
高
岡

市
商
工
会
長
を
選
出
し
、
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
令
和
４
年
度
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件

な
ど
全
７
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
、
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。

【
新
役
員
】
（
敬
省
略
）

　

理　

事

　
　

和
田　

美
樹
（
県
青
年
部
連
）　

通常総会において挨拶する宮本県連会長

通常総会において挨拶する野村会長

祝辞を述べる新田知事
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C
h
a
t
G
P
T
に
思
う
～
A
I
が
発
達
す
る
ほ
ど
人
間
が
重
要
～
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C
h
a
t
G
P
T
が
話
題
で
あ
る

　
大
企
業
が
採
用
し
た
と
か
、
規
制
す
べ
き
だ
と
か
、

C
h
a
t
G
P
T
が
メ
デ
ィ
ア
に
載
ら
な
い
日
は
な

い
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
富
山
県
庁
が
試
験
運
用

を
始
め
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

　
先
日
、
あ
る
商
工
会
で
「
事
業
者
さ
ん
が
、
補
助

金
に
書
い
た
現
状
と
課
題
を
C
h
a
t
G
P
T
に
入

力
し
た
ら
、
も
っ
と
も
ら
し
い
対
策
が
出
て
き
た
そ

う
で
、
『
商
工
会
、
要
ら
な
い
ね
（
笑
）』
と
言
っ

て
た
ん
で
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
あ
る
社
長
か

ら
は
「
C
h
a
t
G
P
T
で
作
っ
た
挨
拶
を
読
み
上

げ
て
、
最
後
に
『
こ
の
挨
拶
は
C
h
a
t
G
P
T
で

作
っ
た
ん
で
す
よ
』
と
ネ
タ
ば
ら
し
す
る
例
が
増
え

て
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
こ
の
よ
う
な

「
使
っ
て
み
た
ら
、
こ
う
な
っ
た
」
と
い
う
話
が
多

い
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
効
率
化
す
る
画
期
的
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
過
剰
で
は
な
い
程
度
に
期
待
し
て
、
大
い
に

試
し
て
欲
し
い
。

　
C
h
a
t
G
P
T
の
主
な
利
用
用
途
は
、

・
文
書
作
成
（
メ
ー
ル
、
挨
拶
、
報
告
書
、
議
事

録
、
ブ
ロ
グ･･･

）

・
要
約

・
ア
イ
デ
ア
出
し

・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
作
成

・
情
報
収
集
・
分
析

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　
た
だ
、
質
問
の
仕
方
で
結
果
が
大
き
く
違
い
と
い

う
こ
と
で
、
良
い
回
答
を
引
き
出
す
質
問
の
方
法

（
プ
ロ
ン
プ
ト
と
い
う
）
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

⒉
　
一
方
で
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
認

識
し
、
伸
ば
し
て
い
く

　
と
い
う
２
つ
の
ス
キ
ル
開
発
が
こ
れ
か
ら
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
、
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ

を
生
み
出
す
チ
カ
ラ
や
感
情
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
判
断
、
実
行
な
ど
多
数
あ
る
。
碁
や
将
棋

で
は
、
A
I
の
方
が
人
間
よ
り
強
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
い
ま
人
気
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
A
I

に
学
び
、
努
力
し
、
人
間
同
士
が
戦
う
か
ら
注
目
を

浴
び
る
の
で
あ
る
。
A
I
同
士
の
戦
い
な
ん
て
誰
も

見
な
い
。
冒
頭
の
商
工
会
の
話
で
い
え
ば
、
A
I
が

発
達
し
て
も
事
業
者
に
職
員
が
寄
り
添
う
と
い
う

人
間
同
士
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
か

ら
、
商
工
会
は
必
要
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
の
で
あ

る
。
で
す
か
ら
、
事
業
者
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
商
工

会
さ
ん
と
触
れ
合
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
ち
な
み
に
、
こ
の
原
稿
は
C
h
a
t
G
P
T
で

作
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。

A
I
の
未
来

　
こ
の
C
h
a
t
G
P
T
の
盛
り
上
が
り
で
、
10
数

年
前
に
み
た
「
50
年
後
の
未
来
」
と
い
う
番
組
を
思

い
出
し
た
。
（
当
時
の
）
最
新
の
研
究
か
ら
50
年
後

を
予
測
し
て
ド
ラ
マ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
回

で
は
、
主
人
公
の
子
供
の
横
に
は
ゴ
ー
ス
ト
の
よ
う

な
浮
遊
体
が
お
り
、
子
供
と
会
話
し
て
い
た
（
ス
マ

ホ
や
噂
の
ゴ
ー
グ
ル
端
末
は
気
体
に
な
る
の
で
あ

る
！
）
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
い
え
ば
秘
書
が
そ
ば
に
い
て
、

届
い
た
メ
ー
ル
を
読
み
上
げ
、
「
こ
ん
な
感
じ
で
返

事
し
て
お
い
て
」
と
言
え
ば
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
く

れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
き
っ
と
主
人
の
思
考
パ
タ
ー
ン

も
理
解
し
て
い
る
か
ら
「
ア
レ
」
も
し
っ
か
り
通
じ

る
で
あ
ろ
う
。
段
々
と
ド
ラ
マ
に
近
づ
い
て
き
て
い

る
な
あ
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

A
I
が
発
達
す
る
ほ
ど
人
間
が
重
要

　
一
方
、
懸
念
材
料
も
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に

「
人
間
の
仕
事
を
奪
う
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
確

か
に
あ
る
程
度
は
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

私
は
A
I
が
発
達
す
る
ほ
ど
、
人
の
重
要
度
が
増

す
と
考
え
て
い
る
。
マ
ツ
コ
ロ
イ
ド
を
開
発
し
た
石

黒
浩
大
阪
大
学
教
授
が
富
山
で
の
講
演
で
「
人
と

そ
っ
く
り
な
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
作
る
ほ
ど
『
人
間
と

は
何
か
』
を
考
え
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
A
I
の
言

う
通
り
に
行
動
す
る
と
A
I
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
。

そ
う
で
は
な
く
、
A
I
に
で
き
な
い
、
あ
る
い
は

A
I
が
苦
手
な
こ
と
を
人
間
が
行
い
、
A
I
が
得

意
な
と
こ
ろ
は
ド
ン
ド
ン
A
I
に
任
せ
る
。
A
I
を

使
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

⒈
　
現
在
皆
さ
ん
が
試
し
て
い
る
、
A
I
が
得
意

な
と
こ
ろ
を
理
解
し
て
利
用
す
る

元
気
な
商
工
会

元
気
な
商
工
会

地
域
づ
く
り
支
援
事
業

地
域
づ
く
り
支
援
事
業

「
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り

支
援
事
業
」
は
、
商
工
会
青
年

部
・
女
性
部
が
実
施
主
体
と
な

り
、
平
成
18
年
度
よ
り
先
進
的

な
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
提
案
公
募
型
事
業
と
し
て
、

県
の
補
助
を
受
け
行
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
5
事
業
が
採
択

さ
れ
た
。

○
高
岡
市
商
工
会
女
性
部

地
域
の
観
光
資
源
に
ま
つ
わ

る
「
む
か
し
話
」
を
発
掘
・

発
信
・
伝
承
事
業

○
高
岡
市
商
工
会
青
年
部

高
岡
市
商
工
会
青
年
部
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
作
ろ
う

○
富
山
市
北
商
工
会
女
性
部
　
　

　
呉
羽
支
部

地
元
の
特
産
品「
呉
羽
梨
」を

使
っ
た
地
域
活
性
化
事
業

○
立
山
舟
橋
商
工
会
青
年
部

魅
力
的
な
地
域
資
源
を
活

用
し
た
出
会
い
応
援
事
業

○
入
善
町
商
工
会
青
年
部

地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ

た
地
元
新
ス
イ
ー
ツ
創
出
地

域
振
興
事
業

令
和
5
年
度
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  私たちが応援します！（スタッフ紹介）嘱託専門指導員のご紹介（①専門分野②趣味③ひとこと）その3

●売上・受注の不振が続いている

●赤字が増えて困っている

●借入金の返済が思うようにできなくなった

●自社で使える補助金を教えてほしい

●販路開拓をしたい ●商品をＰＲしたい

●インボイス対応で困っている

●商品開発やデザイン開発をしたい

 
●雇用関係の問題が発生した

●従業員のモチベーションを上げるには

●採用募集しても人が集まらない

●取引先とトラブルになっている

●人材を育成したい

●ホームページで売上を拡大したい

●ＩＴを活用して事務の効率化を図りたい

 
 

 
 

専門家があなたの悩みに親切にアドバイス！
経営に関することでしたらなんでもＯＫ！

富山県商工会連合会  商工会とやま経営サポートセンター　〒930-0855  富山市赤江町1-7  又は 最寄りの商工会
TEL：076-441-2717　 FAX：076-433-8031 　MAIL：soudan@shokoren-toyama.or.jp

申込み・問い合わせ先

商工会とやま経営サポートセンターアドバイザーの紹介
～経営サポートセンターってどんなことをしているの？～富山県商工会連合会

宮田 大成
①金融・資金繰り、企業
再生・事業承継

②園芸・ウォーキング
③経営課題の解決の糸口
を、商工調停士の方々
の支援を得ながら取り
組んでまいります。

センター長のご紹介
（①専門分野②趣味③ひとこと）

その2

丸亀　徹
①経営全般・創業・事
業承継・事業再構
築・経営革新

②マラソン
③経営全般、お気軽に
ご相談ください。　
課題解決に向けてともに考えていきま
しょう。

秘密
厳守

相談
無料その1

堀　  信昭
①ＩＴ・情報化関連
②テニス、スポーツ観
戦

③ＩＴ導入補助金の活
用などシステム運用
について何でも相談
ください。

野尻  智弘
①新商品・新技術開発
②ウォーキング、自転
車いじり

③「繊維技術」が専門
ですが、いろいろな
補助金などの活用方
法を一緒に考えましょう。

  アドバイザーのご紹介（①専門分野②ひとこと）その4

富山県商工会連合会では、制度改正等（労働法、税制、民法等の制度改正等）により生じる諸課題や生
産性向上・働き方改革に向けた中小企業・小規模事業者等の課題に対し、専門家の派遣、講習会の実
施・相談窓口の設置を通じ、きめ細かい経営環境を支援します。

令和5年度 制度改正等の課題解決環境整備事業
相談は
無料です

（支援テーマ）・生産性向上支援、働き方改革対応 ご相談の際は、まずはお近くの商工会へお申し込みください

吉田　誠
①ＩＴ・ＤＸ活用・情報化
②ネットやＩＴ補助金、効率
化など、何でも相談くださ
い。待っとっちゃ＾＾

池田  貢三子
①販路開拓・販路構築
②新商品開発や商品改良、
販路開拓など、お気軽に
ご相談ください。

菅原  昌仁
（事業環境変化対応型支援事業）
①財務会計・インボイス・価格転嫁
②経理事務をわかりやすく、丁寧
な説明でサポートすることに努
めています。

若井  孝裕
（とやま農商工連携推進サポートセンター）
①農商工連携・地域資源活用
②富山県農林水産物を活用した
「売れる商品づくり」を応援し
ています！

小さな会社ですが
丁寧な仕事を心がけています。
小さな会社だから
できる事があります。
人と社会を繋ぐお手伝いをいたします。
心に伝わる広告物をご提供いたします。

お客様の想いをカタチにする
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６
月
８
日
（
木
）
令
和
５
年
度
の
と
や
ま
中

小
企
業
人
材
育
成
カ
レ
ッ
ジ
の
開
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
事
業
主
体
で
あ
る
富
山
県
を
代

表
し
、
富
山
県
理
事　

商
工
労
働
部
次
長　

齊

木
志
郎
氏
よ
り
開
講
の
挨
拶
、
そ
し
て
激
励
の

言
葉
を
富
山
県
商
工
会
連
合
会
の
山
本
専
務
理

事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
賜
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
長
期
コ
ー
ス
は
「
新
時
代
の
働
き

方
・
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
県
内
よ
り
11
名
の
幹
部
社
員
が
受
講
。
11

月
ま
で
延
べ
21
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

か
ら
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
「
知

識
」
と
「
マ
イ
ン
ド
」
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

短
期
コ
ー
ス
は
組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
、

財
務
管
理
講
座
、
労
務
管
理
講
座
、
営
業
力
強

化
講
座
な
ど
10
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
随
時
受
講

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

令和５年度 とやま中小企業人材育成カレッジ開講！！令和５年度 とやま中小企業人材育成カレッジ開講！！

開校式の様子

個人賠償責任に次いで「傷害プラン」に熱中症の補償もついて
充実の安心補償！！

ご家族全員の
賠償事故をカバー！！

〈短期コース〉 8月・9月の開講講座 受講生募集中！

とやま中小企業人材育成カレッジ

とやま中小企業人材育成カレッジ（富山県商工会連合会内）　TEL076-441-2716　 FAX076-433-8031お問い合わせ先

【開催時間】全コース原則として、9：30～16：30です。（１時間の昼休みを含みます。）　
【会　　場】富山県中小企業研修センター（富山市赤江町1－7）

詳しくはこちら↓

5

コース№ 分　　野 講　　座　　名 講　　師 開催日 期間 受講料（税込） 定員 締  切

財務管理講座 決算書の読み方と活かし方 合同会社リレーションサポート
代表　長瀬　あさみ氏

8/8㈫
8/9㈬ 30 7/18㈫

労務管理講座 ～人が集まる！魅力ある職場環境づくり～
労務管理講座（基礎編）

社会保険労務士法人
トゥービーワーク代表社員
　　　　　　　柳沢　　隆　氏　　　 

8/22㈫
8/23㈬ 30 8/2㈬

組織マネジメント講座
人とチームが成長する対話力を高める 株式会社Dーダイアローグ

代表取締役　佐藤　慶子氏　
8/28㈪
8/29㈫

13,200円
40 8/7㈪

～ビジネスパーソンが身に付けたい～
問題解決力向上セミナー

株式会社キャラウィット
代表取締役　上岡　実弥子氏

9/5㈫
9/6㈬ 30 8/21㈪

生産性向上講座 5S講座基礎編
～実践から学ぶ5Sの面白さ～

㈱ジェック経営コンサルタント営業本部
取締役部長　高田　忠直氏

9/12㈫
9/13㈬

2日間
（12h）

30 8/23㈬

富山県 奨励金キャリアアップ中小企業の
　「人への投資」を支援！

非正規雇用労働者の企業内でのキャリアアップは、優秀な人材の確保定着、意欲・能力の向上につながります

令和5年5月30日（火曜日）～令和6年3月8日（金曜日）まで
（令和5年5月30日（火曜日）以降に実施した非正規雇用労働者の正社員化・処遇改善が対象となります。）

奨励金支給申請を行う該当コースに定める措置の実施日の翌日から起算して2か月以内又は令和6年3月8日（金曜日）
のいずれか早い日までに申請してください。

※予算の総額に達したときは、上記期間満了前でも受付を終了します。

■ 申請・お問合せ先
　富山県商工労働部労働政策課  〒930-8501 富山市新総曲輪1-7
　TEL：076-444-8897　E-mail：arodoseisaku@pref.toyama.lg.jp

制度の詳細は、富山県ホームページで必ずご確認ください。

富山県キャリアアップ奨励金

令和５年度
限定

対 象 者 県内中小企業事業主
支給対象 厚生労働省の「 キャリアアップ助成金 」に沿って実施する

非正規雇用労働者の 正社員化・処遇改善

支給内容 1人当たり10万円

支給期間 令和5年度内実施分　※制度開始日及び終了日は別途規程

申請方法 令和6年3月8日（金）【必着】までに、所定の申請書類を
添付して富山県労働政策課に提出してください。

（支給対象が事業所単位のものは１事業所当たり）
※キャリアアップ助成金の助成額の1/2上限

キャリアアップ助成金 奨  励  金
主なコース／コース内容 支  給  額 支  給  額

正
社
員
化

正社員化コース
無期雇用労働者等を正社員化 １人当たり 28.5万円 １人当たり 10万円
有期雇用労働者等を正社員化 １人当たり 57万円 １人当たり 10万円

障害者正社員化コース／障害のある非正規雇用労働者等を正社員化 １人当たり 90万円 １人当たり 10万円

処
遇
改
善

賃金規定等改定コース
賃金規定を３％以上増額改定 １人当たり 5万円 １人当たり 2.5万円
賃金規定を５％以上増額改定 １人当たり 6.5万円 １人当たり 3.25万円

賃金規定等共通化コース／賃金規定を正社員と共通化 １事業所当たり 60万円 １事業所当たり 10万円
賞与・退職金制度導入コース／賞与・退職金制度を導入 １事業所当たり 40万円 １事業所当たり 10万円
短時間労働者労働時間延長コース

／週所定労働時間を３ｈ以上延長し、社会保険適用 １人当たり 23.7万円 １人当たり 10万円

※キャリアアップ助成金の支給額は中小企業の場合の金額 
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地域とともに、未来を紡ぐサポーター

金融支援

経営支援
など

創業支援
事業承継

TEL：（076）423-3171（代表）  検索富山県信用保証協会

お気軽に
ご相談ください

イベント名 開催日 お問合せ先
第54回入善ふるさと七夕まつり
下条川みこし祭り
第18回ユカタ・デ・タンス
なりひら風の市
リバーサイドフェスタ2023
阿曾の市
四季に舞う　こきりこ踊り
ふるさと観光上市まつり
第29回大沢野花火大会
2023華街道くれは祭り
魚のつかみ取り大会
おやべよってかれマーケット
スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド2023
安田城月見の宴
ふれあい青空市「やまだの案山子」

SCOTサマーシーズン2023

８月4日㈮～6日㈰
８月6日㈰
8月11日㈷
８月12日㈯
８月12日㈯
８月12日㈯
８月12日㈯～13日㈰ 各日14時～14時30分
８月13日㈰
8月19日㈯ ※荒天の場合8月20日㈰
8月19日㈯
8月20日㈰
８月20日㈰
8月25日㈮～27日㈰
8月26日㈯
８月（月・火・水・土・日・祝）
8月25日㈮～27日㈰
9月1日㈮～3日㈰
9月8日㈮～10日㈰

入善町商工会

射水市商工会

ユカタデダンス実行委員会

富山市八尾山田商工会

リバーサイドフェスタ実行委員会

小矢部市商工会津沢支所

五箇山総合案内所

ふるさと観光上市まつり実行委員会

富山市南商工会大沢野細入支部センター

富山市北商工会呉羽支所

立山舟橋商工会舟橋支所

小矢部市商工会小矢部支所

スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド実行委員会

富山市南商工会婦中支部センター

やまだの案山子

南砺市商工会利賀村事務所

0765-72-0163

0766-55-0072

0763-22-2536

076-455-31８1

0766-64-000９

0766-61-2356

0763-66-246８

076-472-0716

076-467-1９63

076-436-0135

076-463-1221

0766-67-0756

0763-77-3８17

076-465-5700

076-457-2333

0763-6８-2527

※詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

各地 8月のイベント

商工会が推進するホームページ作成ツール「グーペ」のご紹介です。
昨年実施しましたホームページコンテスト受賞者の声をお届けします。

　今回初めてコンテストに出場しました。参加された事業所のホー
ムページは、どれを見ても大変良く、特に印象に残ったのは、文章
を読まなくてもパッとみた瞬間にどんな店かわかる構成になってい
て、とても参考になりました。
　私にとって、ホームページは商売をする上で無くてはならないも
のだという印象があります。商工会が推進している「グーペ」の
ホームページは無料で始められて、商工会職員の方がサポートしてくれるので、とて
も便利に感じています。
　商工会員の中には年齢が高い方もいらっしゃいますが、パソコンを操作するのが苦
手な方や自分ひとりでホームページを作るのが難しい方、ホームページを作りたいが
時間がない方にオススメしたいです。

　今回のコンテストで様々な事業者の方のホ
ームページを拝見しましたが、どの事業者様
をみても同じものはなく、プレゼンを通して
参加者それぞれの想いや工夫を強く感じるこ
とができました。
　情報発信のツールは多様化していますが、
販路開拓の手段のひとつとして、グーペを推
進していきたいと思います。｠

商工会会員様限定！ 初期費用

3,300円
月額料金

1,650円～ 0円 詳しくはお近くの商工会まで
お問い合わせください

グーペ推進事業

特別賞 事業者からの声

「苦手な方・年齢が
　　  高い方でもオススメしたい」｠

「想いや工夫を込めた
　ホームページで販路開拓を」

ちゃけ　竹内　聖子 さん
（下新川郡入善町入膳3806-11）
https://r.goope.jp/chaketakeosa128

下新川地域商工会広域協議会　

　黒川　博史
　　　　（グーペ推進員）

グーペ支援員（商工会職員）からの声

QRコードはこちら
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富山県オンライン海外販路開拓支援補助金富山県事業継承つなぐサポート事業費補助金
商取引のデジタル化に対応し、非対面・遠隔での販路開拓を実現するため、海外
見本市へのオンライン参加や越境ＥＣへの参入など意欲的な取組を後押しします。 
1　補助対象者
県内に主たる事業所を置く
・中小企業者、小規模企業者 ・NPO法人 ・中小企業等経営強化法に基づく組合
　※個人事業主、フリーランスも利用可  ※みなし大企業、暴力団関係者、性風俗営業等事業者を除く。 

2　補助対象事業・補助率・補助額
海外見本市へのオンライン出展や越境ＥＣへの参入に係る事業。（国内見本市、
国内ＥＣモールは対象外） 
※令和６年２月28日(水)までに完了のうえ、実績報告書を提出する見込みのあるもの

３　伴走支援
補助金の給付にあわせて、ジェトロ富山及び事業に精通した専門家による伴走支
援を実施します。 
⑴オンライン販路開拓セミナー及び事業説明会（主催：ジェトロ富山）
⑵専門家による個別コンサルテーション
その他、事務局が事業者の要望に応じて、出展可能な見本市の紹介や外注可能
な専門事業者の紹介などを行いサポートします。

4　相談受付開始　令和５年６月15日㈭～　
　　　　　　　　  申請前の事業計画に係る相談も受け付けます！ 

5　募集期間　令和５年６月15日㈭～７月31日㈪ 17時
　　　　　　内容審査のうえ順次採択します。予算額に達した時点で受付終了。

6　申請方法　郵送、持参又は電子メール（送付後に電話連絡必要） 
　　　　　　申請方法など詳細はホームページで

皆様が培ってきた貴重な技術や経営資源を後世に引き継ぐ後押しをします！
●対象要件

■お問い合わせ先

富山県地域産業支援課 金融係
〒930-8501  富山市新総曲輪1-7　TEL：076-444-3248
必要書類を郵送にて提出してください。

■お問い合わせ先

富山県商工労働部立地通商課  TEL：076-444-3400  Fax.076-444-8753 

■お問い合わせ先

富山県労働部労働政策課　TEL：076-444-3259　
詳細は、県HPまで！

※能力開発セミナー、短期訓練には訓練時間数が10時間未満のものは存在しない。

県内企業の従業員のスキルアップ、生産性向上の取り組みを支援します！

とやまリスキリング［従業員の再教育］支援のご案内

中小企業も従業員
に受講させやすい短
期間の教育訓練が
新たに補助対象に！

訓
練
時
間
数

教育訓練 申請先

10時間未満

富山労働局

富山県

人材開発支援助成金

とやまリスキリング補助金
新設

10時間以上

教育訓練
実施機関

富山職業能力開発促進センター
（ポリテクセンタ一富山）

北陸職業能力開発大学校
県技術専門学院
認定職業訓練校

民間教育訓練機関
事業主団体 等

教育訓練
申請先

人材開発支援助成金（国）とやまリスキリング補助金（県）
訓練
時間数

生産性向上支援訓練

能力開発セミナー※

能力開発セミナー※

能力開発セミナー※

短期訓練※

各種講座・研修等

10時間以上
10時間以上

10時間以上
10時間以上
10時間以上
10時間以上
10時間未満

10時間未満
◯
◯

◯
◯

◯

◯
×

×

×

×

×
×

×

×
◯

◯

ホームページから登録

富山県　つなぐサポート補助金

企業ナビとやま

富山県　立地通商課
富山　就活　交通費

富山県賃上げサポート

企業の魅力発信サイト
『企業ナビとやま』登録募集
企業ナビとやま」は、県内企業への就職を考える方（学生・社会人）
に各企業の魅力や説明会等の情報を発信する県公式サイトです。現
在、約1000社の県内企業が登録しています。

生産性向上・賃上げの取組みを支援します!
富山県賃上げサポート補助金

「富山県賃上げサポート補助金」は、業務改善助成金への上乗せ補助
により、県内事業者（※）の生産性向上・賃上げの取組みを支援します。
※業務改善助成金の対象である中小企業・小規模事業者のうち、「富山県賃上げサポー
ト補助金」の対象は「事業規模30人未満の事業者」に限ります。(令和5年4月以降)

●補助対象　
令和５年４月１日以降に富山労働局に交付申請を行った業務改善助成
金であって、令和６年２月28日までに交付額確定通知を受けていること。
●補助率　対象費用の１/10（一律）※上限額あり（国の助成上限額の１/10）
●申請方法
令和６年３月８日（必着）までに、所定の申請書類（業務改善助成金の
交付額確定通知書等を添付を富山県人材活躍推進センター（富山県
賃上げサポート補助金事務局）に提出してください。

　（予算の範囲内で交付するため、申請期限内に受付を終了する場合があります。）

□多くの学生・社会人が本サイトで企業を探しています！
□企業ＰＲ動画を３本まで掲載できます！
□県イベントの企業募集・セミナーの先行案内！

御社を訪問する学生への支援制度があります！
県外学生のＵターン就職活動にかかる交通費を
最大２万円サポート（１万円/回）
□県内企業の説明会・面接、インターシップ等に利用できます
□県外学生が助成を受けるために、企業の皆様には、当日学生が
持参する「参加確認票」の記入にご協力願います

■お問い合わせ先

富山県商工労働部 労働政策課 雇用推進班　TEL：076-444-4558　

■申請・お問い合わせ先

富山県人材活躍推進センター（富山県賃上げサポート補助金事務局）
〒930-0805　富山市湊入船町91（とやま自遊館2階）
TEL：076411 9150　E-mail：hojokin@job suishin.ne.jp

登録・掲載料
無料！！

ご登録のメリット

経費区分 内　　容 補助率・補助金額

展示会等
出 展 費

出展料、ECモール登録料　等
※海外見本市にリモート出展する場合は小間料、小間
　装飾費、輸送費も対象

【補助率】
  中小・組合 1/2
  小規模　　 2/3

【補助金額】
  上限　50万円
【参考】
  中小　100万円
  小規模　75万円
  の事業（税抜）が上限

謝金・旅費 専門家謝金・コンサルタント料、専門家旅費、
従業員等の旅費

広 告 費 見本市、ECモール内でのバナー広告費

雑役務費 補助事業実施期間中に臨時的に雇い入れた
アルバイト代、派遣労働者の派遣料等

借　　料 会場等借料、機器・設備等のリース料・レンタル料

外 注 費
事業に必要な業務の一部の外注費（請負、委託 等）
例）登録サイトの多言語対応（翻訳）、越境ECのための自社
HPの構築、商談に係る通訳、製品・商品のPR動画制作 等

その他経費 上記の他、知事が特に必要と認める経費

※上限を超える事業に
ついて自己負担に
よる実施を妨げま
せん。

※いずれの経費区分においても、海外見本市へのオンライン出展や越境ECへの参入の
　ために必要な経費に限る。

①県内に事業所を置く中小企業者
②県内の事業を承継することを検討している後継者候補
①事業承継事業（親族内承継、親族外承継）
・初期診断委託料・課題分析の委託料・事業承継計画書の策定費用
・事業用資産や企業価値の算出・分析費用・譲渡契約書策定費用 等
※「富山県事業承継・引継ぎ支援センター」の支援を受けた事業
において発生する経費が補助の対象となります。

②視察事業
・県内中小企業への視察旅費（交通費、宿泊費）
※「富山県事業承継ネットワーク構成機関」の推薦が必要です。

①中小企業：２分の１以内　  小規模企業：３分の２以内
②一律２分の１以内
①50万円
②20万円（上限額に達するまで申請回数制限なし）

補　助
対象者

事業区分・
補助対象
経　費

補助率

補　助
上限額

●対象の経費 原則精算払い、1/2以内概算払い可

詳細は、富山県ホームページをご確認ください。
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富山県北陸新幹線対策連絡協議会・北陸新幹線建設促進富山県民協議会富山県北陸新幹線対策連絡協議会・北陸新幹線建設促進富山県民協議会

北陸、関西、そして日本の発展のために。
北陸新幹線の１日も早い大阪までの全線開業を！！

北陸、関西、そして日本の発展のために。
北陸新幹線の１日も早い大阪までの全線開業を！！
　北陸新幹線は整備新幹線の中でも極めて投資効果が高く、大規模災害時においては
東海道新幹線の代替補完機能の役割を担うなど、わが国にとって重要なインフラです。
　現在、金沢・敦賀間は、今年度末の開業に向けて工事が進められています。さらに、敦賀・
新大阪間は、着工に向けた環境アセスメント手続きが進められています。
　北陸新幹線の１日も早い大阪までの全線整備が強く望まれています。

　北陸新幹線は整備新幹線の中でも極めて投資効果が高く、大規模災害時においては
東海道新幹線の代替補完機能の役割を担うなど、わが国にとって重要なインフラです。
　現在、金沢・敦賀間は、今年度末の開業に向けて工事が進められています。さらに、敦賀・
新大阪間は、着工に向けた環境アセスメント手続きが進められています。
　北陸新幹線の１日も早い大阪までの全線整備が強く望まれています。

※ 国土交通省調査結果（H29.3）に基づく富山県試算

◆富山・新大阪間の所要時間等の比較
区　分

現　行

所要時間

3時間15分（平均）

乗り換え

1回（金沢駅）

敦賀開業後
（令和5年度末） 約2時間30分 1回（敦賀駅）

新大阪開業後 約1時間40分 なし約100分
の短縮！

約50分
の短縮！

◆金沢・敦賀間の工事進捗状況
令和５年5月時点において、土木工事から
軌道等の設備工事に全工区引渡し済み。
設備（軌道・機械・建築・電気）工事は、設定
された工期内で進捗（令和５年度末完成
予定）していると報告されています。
※鉄道・運輸機構「北陸新幹線金沢・敦賀間工程・
事業費管理連絡会議幹事会（令和5年5月期）
資料（令和5年5月31日開催）」より

【ご案内】
富山県も加盟している「北陸新幹線建設促進同盟会（事務局：福井
県）」の公式SNSアカウントでは、大阪までの北陸新幹線全線開業
のメリットやイベント情報などを広く情報発信しています（QRコー
ドは以下のとおり）。
 ▼Twitter　　　　　　　 ▼Facebook　　　　　　 ▼instagram


